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＊1  非正規社員の算入による指標の変更により、 2018年度実績は 1人当たり 11.6講座から9.4講座に変更 ＊2  健診結果に基づいて生活習慣病リスクを年齢で表現した指標
＊3 TELでは監査役会設置会社の方式を採用＊4   社外取締役 1/3以上 ＊5   GRC （ガバナンス・リスクマネジメント・コンプライアンス） 
＊6 原単位：各地区ごとに開発評価機台数、生産台数、床面積、工数の複合重みづけにて算出 ＊7 原単位：各地区で床面積、人数などをもとに算出 ＊8   CRM : Customer Relationship Management
＊





半導体アプリケーションの拡大と成長

研究開発

未来を見据えた研究開発
IoT



製品競争力
Product competitiveness





顧客価値創造

IoT、5G
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生産性向上の推進

業務効率化

製品開発の効率化とグローバル展開



生産性向上





人材マネジメントの考え方
東京エレクトロン（TEL



新しいワークスタイル

休暇取得の促進

東京エレクトロン（TEL）では、ワーク・ライフ・バランスを取り入れた働き方を推奨し、継続的にその環境づくり

をおこなっています。フレックス勤務の他、在宅勤務制度の導入により、通勤時間を削減して労働時間を最大限に活

用するなど、従業員のライフスタイルに対応した効率的な仕事の仕方を推進しています。

TELでは、適切な労働時間の管理や休暇の取得が従業員の生産性向上にも寄

与すると考え、長時間労働の是正や、休暇制度の充実とその取得の推進に取り

組んでいます。

2018年度より、年次有給休暇取得率 70%以上を年次目標に掲げ、従業員に

対して計画的な取得への啓蒙活動をおこなっています。また、2019年4





コーポレートガバナンス

コーポレートガバナンス体制
東京エレクトロン（TEL



経営基盤
Management foundation

社長・経営陣のスキルおよび多様性
指名委員会は、業務執行取締役の選定において、経営者としての経験・見識・実績に裏付けられた優れた執行能









経営基盤
Management foundation

地球温暖化防止・省エネルギーの取り素



生物多様性
TELグループの事業活動は、生物多様性がもたらす恩恵がなければ維持することはできず、また事業活動をおこな

うことは生物多様性に少なからず影響を与えています。この取り組みの推進体制を整備し、生物多様

性の保全に努めていきます。2019年度には、国内事業所において生態環察会や保全活動を
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